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かったので、かなり処分されてしまっているのかもしれない。 のため研究も停滞してしま だが 最後になっ 八重が風間久彦に充てた書簡が紹介された。これによって八重の新出和歌 一挙 ５首も増加し、ようやく
30首を超えることがで
きた。やはり八重 書簡を発掘するのがもっとも近道の である 最後の宝庫八重の遺産を相続し 広津家であろう） 。　
ここで一つ疑問が生じた。一体八重は、誰にいつどのように和歌の手ほどきを受






























































































































































































が込められている。その折、八重だけが代表で和歌を詠んだ は考えにくいのだが、何故か八重の和歌だけが有名になっている。あ いは八重は、その時死を覚悟 、辞世として詠んだのかもしれない。そのため内容的には、会津藩士全員の気持を代弁していると見ることができる。それもあって晩年（会津藩復権後）にはしばしば揮毫を求められており、少な とも
10点以上はこの歌の書かれた八重自筆の書が
残っている。なお詞書に「二十三日」とあるが、正しくは「二十二 」のこと されている（八重の記憶違い？） 。いずれに ても最初に詠まれ この歌が、 の代表作であることは間違いあるまい　
２「たちならぶ」は、詠まれた年代を特定できそうもない。ただし「須磨にもの











































と長い詞書を伴って掲載されているからである。こう った詠歌状況の説明がなければ、歌の内容 正しく理解することは容易 はあるまい。現在の環境では到底不可能かもしれないが、当時は新島旧邸から遠くの旗を見 ことができたことになる。　
８「大磯の」は「上毛教界月報」
16号（一九〇〇年二月）において、八重が
















































赤篤志看護婦としての働きを認められて銀杯を賜っ 時の歌である。この場合の「大君」は昭和天皇のことを指す。なお「ながらゐて」は本来ならば「ながらへて」であろうが、八重特有 方言表記となっ いる。
22「千代ふとも」は、
11月に

























































慮） 。 「米てふ文字」とは、 「八十八」つまり米寿のことである。なお
34の「曉鶏








掲載されていたものであるが、八重の歌がどうかは未詳（ 「大野ぬし」が誰な か不明） 。また
36「たけの子を」は、会津新選組記念館に新島八重の和歌として展示
されていたものだが、筆跡と詠みぶりに違和感がある。 「八重」もしくは「八重子」とあるからといって、それを軽々に新島八重の和 とするのは危険である。井深八重をはじめとして、歌の詠める八重もしくは 子が世の中に（福島にも）複数存在するからである　
最後に「八重の桜」絡みで述べておきたいことが る。実は八重の和歌
34首の中



















































と歌を詠じている。おそらくこれに和する 八重 詠じたと思われるのだが、残念なことに伝わっていな 。
（４）







新島八重の和歌について （ 50 ） 75
